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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期

第２四半期
累計期間

第52期
第２四半期
累計期間

第51期

会計期間

自平成24年
４月１日

至平成24年
９月30日

自平成25年
４月１日

至平成25年
９月30日

自平成24年
４月１日

至平成25年
３月31日

売上高（千円） 864,651 736,873 1,691,833

経常損失（千円） 37,340 27,804 621

四半期純損失（△）又は当期純利益

（千円）
△27,276 △172,664 45,175

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 925,750 925,750 925,750

発行済株式総数（千株） 5,000 5,000 5,000

純資産額（千円） 6,615,254 6,674,546 6,831,196

総資産額（千円） 7,367,598 7,344,590 7,541,529

１株当たり四半期純損失金額（△）又

は１株当たり当期純利益金額（円）
△6.80 △43.55 11.32

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 5

自己資本比率（％） 89.8 90.9 90.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
48,917 46,997 215,392

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△435,387 218,278 △431,773

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△43,391 △19,809 △51,592

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
1,025,507 1,444,376 1,197,796
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回次
第51期

第２四半期
会計期間

第52期
第２四半期
会計期間

会計期間

自平成24年
７月１日

至平成24年
９月30日

自平成25年
７月１日

至平成25年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は１株

当たり四半期純損失金額（△）（円）
1.54 △50.14

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．第51期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。また、第52期第2四半期累計期間及び第51期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　（１）業績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策や日銀の金融緩和を背景に企業収益や個人消

費の一部に下げ止まりの兆しが見られるものの欧州や中国及び新興国の成長も鈍化懸念が続いており景気の先行き

は依然として不透明な状況にあります。

　スクリーン印刷用製版業界におきましては、主要顧客である電子部品・デバイス関連、とりわけスマートフォン

やタブレット端末の需要の増加により、民生用電子機器業界では前期に続き出荷額が増加傾向にあり、当社の国内

出荷額も徐々に増加しておりますが、同業他社との価格競争が厳しく当社への受注は厳しい状況が続いておりま

す。

　このような状況のもと、当社におきましては、引き続き生産設備の稼働率向上、高精度製品の安定生産、経費の

見直しに取り組んでまいりましたが、十分な成果に至りませんでした。

　また、足立工場の閉鎖及びＰＤＰ関連の製造設備並びに足立寮、玉川寮の減損処理を行いました。

　当該工場の閉鎖に関連する費用を工場閉鎖損失として50百万円、ＰＤＰ関連の製造設備並びに足立寮、玉川寮の

減損処理につきましては、減損損失として１億35百万円を特別損失に計上しております。　

　売上高につきましては、製品売上高６億87百万円（前年同期比15.8％減）、商品売上高49百万円（前年同期比

1.6％増）となり、売上高合計７億36百万円（前年同期比14.8％減）となりました。

　利益面におきましては、営業損失24百万円（前年同期 営業損失28百万円）、経常損失27百万円（前年同期 経常

損失37百万円）、四半期純損失１億72百万円（前年同期 四半期純損失27百万円）となりました。

　

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①スクリーンマスク

　当セグメントにおきましては、表示素子や受動部品用の売上が大幅に減少した結果、売上高５億59百万円（前

年同期比13.8％減）、セグメント利益１億19百万円（前年同期比20.8％減）となりました。

②フォトマスク

　当セグメントにおきましては、ＰＤＰ用の大型フォトマスクの売上が減少した結果、売上高１億27百万円（前

年同期比23.5％減）、セグメント利益21百万円（前年同期比34.0％減）となりました。

③その他

　当セグメントにおきましては、スクリーン印刷用資機材の売上がほぼ前年同の売上高49百万円（前年同期比

1.5％増）、セグメント利益８百万円（前年同期比25.2％減）となりました。
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　（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べて２億

46百万円増加し、14億44百万円（前年同期 10億25百万円）となりました。

　また、当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において、営業活動の結果得られた資金は、前年同期比3.9％減の46百万円となりまし

た。これは主に、四半期純損失であったものの減損損失１億35百万円、工場閉鎖損失42百万円によるものでありま

す。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において、投資活動の結果得られた資金は、２億18百万円（前年同期 ４億35百万円の使

用）となりました。これは主に、有価証券の償還による収入１億98百万円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において、財務活動の結果使用した資金は、前年同期比54.3％減の19百万円となりまし

た。これは、配当金の支払額19百万円によるものであります。

 　　

　（３）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

　（４）研究開発活動

　　当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、25百万円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

　（５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社を取り巻く事業環境は非常に厳しく、スクリーン印刷用製版業界でも競争が激化し、値下げ圧力は前事業年

度に引き続き強まっております。

　当社は、顧客の要求する高精度な製品をより効率的に生産・販売が出来るように取り組んでまいります。

　また、電機業界では、大手家電メーカーの薄型テレビからの撤退が続いておりますが、小型電子部品等の製造に

使用される製品の開発を行ってまいります。

　当社といたしましてはこれらの状況を踏まえ、これまでに導入した設備の稼働率を高め、高精度な製品の安定供

給を行ってまいります。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,936,000

計 12,936,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,000,000 5,000,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数 100株

計 5,000,000 5,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成25年７月１日～

 平成25年９月30日
－ 5,000 － 925,750 － 1,405,550
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（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 岨野　俊雄  東京都世田谷区 843 16.87

 有限会社ケイエスシー  東京都世田谷区代沢２－１－８ 538 10.76

 岨野　公一  東京都世田谷区 465 9.30

 岨野　弘子  東京都世田谷区 293 5.86

 ソノコム社員持株会  東京都目黒区目黒本町２－15－10 144 2.89

 株式会社りそな銀行  大阪府大阪市中央区備後町２－２－１ 124 2.48

 久森　香代子  神奈川県横浜市南区 67 1.34

 石井　博幸  広島県福山市 67 1.34

 日本生命保険相互会社  東京都千代田区丸の内１－６－６ 66 1.32

 段　貴久子  東京都世田谷区 49 0.99

計 － 2,659 53.19

（注）上記のほか、自己株式が1,035千株（発行済株式総数の20.70％）あります。　
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式    1,035,000   －
－

完全議決権株式（その他） 普通株式   3,963,500 39,635 －

単元未満株式 普通株式       1,500 － －

発行済株式総数 5,000,000 － －

総株主の議決権 － 39,635 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数10個）含まれて

おります。

　

②【自己株式等】

　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社ソノコム
東京都目黒区目黒本

町二丁目15番10号
1,035,000 － 1,035,000 20.7

計 － 1,035,000 － 1,035,000 20.7

　

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成25年７月１日から平成25

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、監査法人和宏事務所による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社ソノコム(E02428)

四半期報告書

 9/19



１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,224,478 1,249,684

受取手形及び売掛金 424,657 384,674

有価証券 1,567,894 1,594,691

商品及び製品 4,949 3,858

仕掛品 35,710 34,304

原材料及び貯蔵品 47,277 57,461

その他 20,750 44,968

貸倒引当金 △1,826 △1,654

流動資産合計 3,323,892 3,367,989

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 863,307 765,620

機械及び装置（純額） 261,275 122,890

土地 1,586,056 1,572,639

その他（純額） 35,204 27,306

有形固定資産合計 2,745,843 2,488,458

無形固定資産 5,038 3,914

投資その他の資産

投資有価証券 1,204,735 1,244,483

その他 262,019 239,744

投資その他の資産合計 1,466,754 1,484,228

固定資産合計 4,217,637 3,976,600

資産合計 7,541,529 7,344,590

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 167,598 137,586

未払法人税等 9,651 7,475

引当金 9,377 9,138

その他 103,480 93,575

流動負債合計 290,107 247,776

固定負債

退職給付引当金 45,383 35,433

役員退職慰労引当金 349,811 341,957

繰延税金負債 25,029 44,876

固定負債合計 420,224 422,267

負債合計 710,332 670,043

純資産の部

株主資本

資本金 925,750 925,750

資本剰余金 1,405,550 1,405,550

利益剰余金 5,110,920 4,918,431

自己株式 △656,224 △656,224

株主資本合計 6,785,996 6,593,507

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 45,200 81,039
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評価・換算差額等合計 45,200 81,039

純資産合計 6,831,196 6,674,546

負債純資産合計 7,541,529 7,344,590
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 864,651 736,873

売上原価 669,800 567,264

売上総利益 194,850 169,609

販売費及び一般管理費
※ 223,562 ※ 194,517

営業損失（△） △28,711 △24,908

営業外収益

受取利息 8,141 13,658

為替差益 － 1,113

その他 2,124 1,825

営業外収益合計 10,265 16,597

営業外費用

為替差損 14,502 －

有価証券償還損 － 9,965

固定資産除却損 1 4,113

保険解約損 4,155 4,860

その他 235 554

営業外費用合計 18,894 19,494

経常損失（△） △37,340 △27,804

特別利益

受取弁済金 13,492 47,630

特別利益合計 13,492 47,630

特別損失

減損損失 － 135,019

工場閉鎖損失 － 50,389

その他 － 4,816

特別損失合計 － 190,225

税引前四半期純損失（△） △23,848 △170,398

法人税、住民税及び事業税 3,428 2,265

法人税等合計 3,428 2,265

四半期純損失（△） △27,276 △172,664
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △23,848 △170,398

減価償却費 94,913 73,538

減損損失 － 135,019

工場閉鎖損失 － 42,127

賞与引当金の増減額（△は減少） △8,610 △239

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △6,682 △7,853

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5,347 △9,949

受取利息及び受取配当金 △8,951 △14,170

為替差損益（△は益） 14,502 △1,113

有形固定資産除却損 1 4,113

有価証券償還損益（△は益） △50 9,965

受取弁済金 － △47,630

売上債権の増減額（△は増加） 36,602 39,998

たな卸資産の増減額（△は増加） 8,230 △7,688

仕入債務の増減額（△は減少） △16,767 △30,011

その他 △40,129 △30,595

小計 43,864 △14,886

利息及び配当金の受取額 8,065 17,271

弁済金の受取額 － 47,630

法人税等の支払額 △5,728 △6,335

法人税等の還付額 2,714 3,318

営業活動によるキャッシュ・フロー 48,917 46,997

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △300,000 △300,000

定期預金の払戻による収入 300,000 300,000

有価証券の取得による支出 △201,175 －

有価証券の償還による収入 100,000 198,900

有形固定資産の取得による支出 △9,106 △8,244

有形固定資産の売却による収入 － 8,600

投資有価証券の取得による支出 △377,542 △2,546

投資有価証券の償還による収入 7,252 4,195

保険積立金の解約による収入 － 21,875

その他 45,184 △4,501

投資活動によるキャッシュ・フロー △435,387 218,278

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △23,188 －

配当金の支払額 △20,203 △19,809

財務活動によるキャッシュ・フロー △43,391 △19,809

現金及び現金同等物に係る換算差額 △13,456 1,113

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △443,318 246,579

現金及び現金同等物の期首残高 1,468,825 1,197,796

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 1,025,507 ※ 1,444,376
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間

（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）　

当第２四半期累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）　

給与手当 55,203千円 48,609千円

賞与引当金繰入額 2,799千円 1,970千円

退職給付費用 4,041千円 11,240千円

役員退職慰労引当金 4,772千円 4,443千円

試験研究費 36,948千円 25,476千円

　　

　　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第２四半期累計期間

（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 1,080,038千円 1,249,684千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △300,000千円 △300,000千円

有価証券勘定に含まれる現金同等物 245,469千円 494,691千円

現金及び現金同等物 1,025,507千円 1,444,376千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

　配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 20,199 5 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

　配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 19,824 5 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

 　

　

（金融商品関係）

　金融商品に関する四半期貸借対照表の科目ごとの四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と

比較して著しい変動がありません。　

　

（有価証券関係）

　有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　（単位：千円）

　

　

報告セグメント その他

（注）
合計

スクリーンマスク フォトマスク 計

売上高　

外部顧客への売上高　

セグメント間の内部売上高

又は振替高　

　

649,421  　

　－  

　

166,347  　　 　

　－  

　

　815,768  　　

　－  　

　

　48,882  

－  

　

　864,651  

　－  

計 　649,421  　166,347  　815,768  　48,882  　864,651  

セグメント利益 　151,307  　32,676  　183,984  　10,866  　194,850  

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「スクリーン印刷用資機

材」等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差

異調整に関する事項）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額　

報告セグメント計　

「その他」の区分の利益　

全社費用（注）　

　183,984  

　10,866  

　△223,562  

四半期損益計算書の営業損失

（△）　
　△28,711  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び試験研究費であります。　　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　
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Ⅱ　当第２四半期累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報　

　（単位：千円）

　

　

報告セグメント その他

（注）
合計

スクリーンマスク フォトマスク 計

売上高　

外部顧客への売上高　

セグメント間の内部売上高

又は振替高　

　

559,941  　

　－  

　

127,282  　　 　

　－  

　

　687,223  　　

　－  　

　

　49,650  

－  

　

　736,873  

　－  

計 　559,941  　127,282  　687,223  　49,650  　736,873  

セグメント利益 　119,814  　21,573  　141,388  　8,124  　149,513  

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「スクリーン印刷用資機

材」等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差

異調整に関する事項）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額　

報告セグメント計　

「その他」の区分の利益　

全社費用（注）　

　141,388  

　8,124  

　△174,421  

四半期損益計算書の営業損失

（△）　
　△24,908  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び試験研究費であります。　　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　減損損失171,747千円は、報告セグメントに配分していないため、記載を省略しております。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間

（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 6円80銭 43円55銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（千円） 27,276 172,664

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 27,276 172,664

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,013 3,964

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式

　　　が存在しないため記載しておりません。　　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 　

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成25年11月12日

株式会社ソノコム

取締役会　御中

 

監査法人 和宏事務所

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 髙木　快雄　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 大嶋　 豊 　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ソノコ

ムの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第52期事業年度の第２四半期会計期間（平成25年７月１日から平成25

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソノコムの平成25年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　      ２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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